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平成３０年度当初予算案の提出にあたり、本市を取

り巻く状況と予算案の大要について、ご説明申し上げ

ます。 

はじめに、平成２９年度の県内経済は、個人消費が

回復し、雇用・所得環境は改善するとともに、企業の

設備投資も緩やかに増加しており、景気の回復基調が

続いているとされております。 

こうした中、本市では平成３０年度からの１０年間

を計画期間とした「第七次前橋市総合計画」を策定し、

将来都市像である「新しい価値の創造都市・前橋」を

目指して、計画に位置づけた施策を積極的に推進する

ことといたしました。 

一方、予算編成においては、市町村合併の特例期間

終了に伴う普通交付税の段階的な減少や、財政調整基

金残高の減少等から、今後の財政状況は非常に厳しい

見通しであったため、サマーレビューにより既存事業

や歳入を全体的に見直し、これにより生み出した財源

を 市 民 福 祉 の 向 上 に つ な が る 事 業 に 振 り 向 け る こと
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で、厳しい中でも未来に向けた一歩を踏み出せるよう

な予算として編成したところであります。 

 

それでは、当初予算の概要について、ご説明申し上

げます。 

本 市 の 平 成 ３ ０ 年 度 一 般 会 計 の 歳 入 歳 出 予 算 は 、 

１，４３４億３，１８１万円で、対前年度では１．７％

の減となっております。 

はじめに、歳入でありますが、市税収入のうち個人

市民税は、給与所得の増加等により、前年度と比べ約

３億円の増額を見込んでおります。法人市民税は、企

業業績の改善が見込まれることから、約６億７千万円

の増額を見込んでおります。 

一方、固定資産税は、評価替えの年度に当たり既存

家 屋 評 価 額 の 減 や 、 地 価 の 下 落 の 影 響 等に よ り 、約 

３億３千万円の減額を見込んでおります。 

これらに、事業所税や都市計画税などを合わせた市

税 収 入 全 体 で は 、 対 前 年 度 １ ． ３ ％ 増 と な る    
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約５３３億９千万円を見込んでおります。 

次に、地方消費税交付金は、消費の改善を見込む地

方財政計画の動向などを踏まえ、約４億３千万円の増

額を見込んでおります。 

地方交付税は、合併算定替えの段階的な終了の影響

などから、２億円の減額を見込んでおります。 

国庫支出金は、桃井小学校改築工事の完了に伴う減

等により、約８億３千万円の減額となっております。 

市債は、道の駅整備などに伴う発行額の増要素はあ

るものの、桃井小学校改築や日赤病院移転新築の終了、

さ ら に は 道 路 整 備 に 係 る 国 庫 補 助 事 業 の 減 等に 伴う

減 要 素 が 大 き い こ と か ら 、 前 年 度 と 比 べ 約 ２ １ 億  

８千万円の減額となっております。 

次に、歳出でありますが、第七次総合計画における

６つの「まちづくりの柱」に沿って、主要な事業につ

いてご説明いたします。 
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１ 教育・人づくり 

多様性を尊重する心豊かな人間性を育むとともに、

あらゆる世代が共に学び、支え合えるまちづくりに取

り組んでまいります。 

「個性を伸ばし、主体性を育む人づくり」、「学び

合い、高め合う人づくり」では、外国語教育の早期化

に 対 応 す る た め 配 置 し て き た 拠 点 校 英 語 推 進 員 を、

「前橋イングリッシュサポーター」に改称し、市内全

小学校における３、４年生の英語教育の充実を図るほ

か、小学校の教科指導講師や中学校の校務補助員を増

員いたします。これにより、学習指導の充実と、教員

が 子 供 と 向 き 合 う 時 間 の さ ら な る 確 保 に つ な げ てま

いります。 

また、中学生を対象とした地域寺子屋事業では、実

施地区の拡充を図り、生徒主体の学習活動を進めるほ

か、不登校やいじめ対策として、スクールアシスタン

ト の 配 置 や オ ー プ ン ド ア サ ポ ー ト 事 業 に引 き 続 き取

り組んでまいります。 
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このほか、中学校部活動の指導体制の充実と、教員

の多忙さの解消を図るため、新たに部活動指導員を配

置いたします。 

学校教育施設の整備では、統合新設したわかば小学

校の大規模改造工事に着手するほか、老朽化した学校

施設の改修・整備等を計画的に進めてまいります。 

社会教育施設の整備では、南橘公民館本館の耐震化

のための改築工事に着手するほか、老朽化した永明公

民 館 の 移 転 新 築 の た め の 用 地 取 得 を 進 め て ま い りま

す。 

前橋工科大学では、新実験棟の完成に伴い旧実験棟

の解体を行うほか、校舎の空調設備改修を行い、大学

施設の環境向上を図ってまいります。 

「ふるさとを愛し、未来へ繋げる人づくり」では、

引き続き総社古墳群の範囲内容確認調査を行うほか、

新たに旧大胡幼稚園の園舎の一部を活用して、大胡城

に 関 連 す る 資 料 展 示 等 を 行 う ガ イ ダ ン ス 施 設 を整備

いたします。 
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また、開館５周年を迎えるアーツ前橋では、記念事

業として「岡本太郎展」や横浜美術館との共同企画に

よる展覧会を開催するなど、芸術文化活動を推進いた

します。 

このほか、前橋文学館では、様々な企画展を開催す

るとともに、収蔵庫を増築し、貴重な文学資料の保管

管理に努めてまいります。 

 

２ 結婚・出産・子育て 

結婚や出産の希望をかなえられ、子育てを楽しむこ

とができるまちづくりに取り組んでまいります。 

「結婚や出産に対する支援の充実」では、新たに市

内 で 男 女 の 出 会 い の 場 と し て イ ベ ン ト 等 を 行 う 団体

への補助を開始するとともに、不妊や不育症の治療を

行う方への助成を継続実施し、出産を支援いたします。 

「子育て支援の推進」、「子育てと仕事の両立支援」

では、産後支援を受けられない母親への産後ヘルパー

の派遣を引き続き実施するほか、おたふくかぜとロタ
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ワクチンの予防接種費用に対する支援を拡充し、自己

負担のさらなる軽減を図ってまいります。 

また、放課後児童クラブを増設して子供が安心して

過ごせる環境整備に引き続き努めるとともに、新たに

わ か ば 小 学 校 内 に 児 童 ク ラ ブ を 設 置 す る 工 事 を 進め

てまいります。 

保育環境の整備では、平成３１年度からの民営化に

向け、民間保育園から第四保育所と総社保育所に保育

士を受け入れ、円滑な民営化のための準備を進めると

ともに、新たに東保育所において、３歳未満児を受け

入れるため、施設を改修いたします。 

このほか、児童養護施設等の退所者の自立支援とし

て、住居契約費や自動車運転免許取得費等に対する助

成を行い、経済的負担の軽減を図ってまいります。 

 

３ 健康・福祉 

生涯を通した健康づくりを推進するとともに、誰も

が自分らしく生きがいを持ち、共に支え合いながら活
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躍できるまちづくりに取り組んでまいります。 

「地域包括ケアの推進」では、高齢者等の日常生活

の支援のため、市内各地区に地域支援コーディネータ

ーを配置し、安心して生活を送れる環境を整備すると

ともに、高齢者の見守り対策として、自宅の電話等を

活用した緊急通報システムの利用条件を緩和し、利用

拡大に努めてまいります。 

また、日赤跡地生涯活躍のまち（ＣＣＲＣ）事業で

は、病院施設の解体に対し、国の制度を活用して支援

いたします。 

このほか、生活困窮者の自立支援では、フードバン

ク事業や、生活保護世帯・生活困窮世帯の中学生を対

象とした学習支援を継続してまいります。 

障害者福祉では、社会福祉施設等の整備を支援する

とともに、本市で開催される第４７回関東ろう者体育

大会を支援いたします。 

さらには、地域住民による支え合いの仕組みづくり

として、高齢者等のごみ出しを自治会などの団体が行
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う 地 域 支 援 型 ご み 出 し 支 援 モ デ ル 事 業 に 取 り 組 んで

まいります。 

「健康づくりと介護予防の推進」では、健康診査及

び が ん 検 診 の 受 診 率 向 上 に 引 き 続 き 取 り 組 む と とも

に、成人歯科健康診査では、対象者に２０歳、２５歳

を新たに加え、歯の健康づくりを支援いたします。 

ま た 、 本 市 の 健 康 増 進 計 画 で あ る 「 健 康 ま え ば し 

２１」について、中間評価と追加計画の策定に取り組

んでまいります。 

さらに、新たな第７期スマイルプランに基づき、地

域包括支援センターの体制強化や介護予防の推進、グ

ル ー プ ホ ー ム な ど の 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 施 設 整 備の

支援等に努めてまいります。 

 

４ 産業振興 

市 民 そ れ ぞ れ が 個 性 を 活 か し て 活 躍 で き る ビ ジ ネ

ス チ ャ ン ス に あ ふ れ た ま ち づ く り に 取 り 組 ん で まい

ります。 
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「地域の産業の活性化」では、ＵＩＪターンなど地

元就職をさらに推進するため、新たに市内高校生を対

象とした企業説明会を開催いたします。 

また、企業誘致では、五代南部工業団地拡張地への

進出企業等の操業を促進するとともに、新たな産業団

地の開発について調査等を進めてまいります。 

このほか、小規模事業者にも活用しやすい形で、生

産 性 の 向 上 に つ な が る 設 備 投 資 や Ｉ Ｔ 環 境 の 整 備へ

の補助を行うことで、幅広く地域産業の競争力強化を

図ってまいります。 

「働く意欲と機会の創出」では、ジョブセンターま

え ば し を 拠 点 と し た 就 職 支 援 や 就 職 後 の 定 着 支 援を

はじめとして、群馬県や商工会議所との連携による雇

用促進などを総合的に推進してまいります。 

「魅力ある農林業への転換」では、６次産業化の推

進のため、設備導入や販売促進等に対する支援を継続

いたします。 

ま た 、 各 農 産 物 直 売 所 の 販 売 力 向 上 に つ な が る 、 
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ＰＲや施設改修等の事業に補助を行うとともに、施設

の利便性向上のための支援を行ってまいります。 

 このほか、赤城の恵ブランドや前橋産農畜産物の県

内 外 に お け る 販 売 促 進 な ど の 取 組 を 引 き 続 き 推 進す

るとともに、ほ場整備では、上細井 中
ちゅう

西部
せ い ぶ

地区の土

地改良事業をはじめ、農道やため池など農村環境の整

備を進めてまいります。 

 

５ シティプロモーション 

地域の魅力を創造・発信し、誰もが訪れ、住み続け

たくなるまちづくりを進めてまいります。 

「地域資源を活かした新たな観光振興」では、新た

な「道の駅」について、平成３２年度のオープンに向

けて施設の設計や用地取得等を進めてまいります。 

また、赤城山の魅力を伝えるため、赤城山観光の担

い手となるＤＭＯの活動支援を継続実施するほか、赤

城大沼湖面のさらなる利活用に向けて、地元事業者等

と の 湖 面 利 用 の ル ー ル 作 り 等 に 取 り 組 む と と も に、 
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チッタスロー国際連盟への加盟に伴い、スローシティ

に関する意識向上に繋がる取組を進めてまいります。 

歴史文化遺産の活用では、前橋四公祭等のイベント

を 計 画 的 に 開 催 す る と と も に 、ス ポ ー ツ 振 興 で は、  

8 月に本市で開催されるトランポリンワールドカップ

の支援や、東京オリンピックのキャンプ地として、ハ

ンガリーの柔道・レスリング関係者との交流事業を実

施いたします。 

このほか、富士見総合グラウンドの改修工事や、老

朽化した市民プールの改修工事に取り組むとともに、

前橋・渋川シティマラソンの種目にペアマラソンなど

を追加し、大会の充実を図ってまいります。 

また、スポーツイベント等を通じたインバウンド観

光を推進するとともに、新たな誘客のための宿泊施設

の誘致及び改修に対する助成を継続実施いたします。 

 「移住・定住促進」では、移住コンシェルジュと連

携した取組を引き続き進めるとともに、地域おこし協

力隊の活動の支援により、地域づくりと移住促進の一
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体的な推進を図ってまいります。 

 「市民主体の魅力づくりの推進」では、官民が連携

して若者の就学・就職・定住支援や産業振興を行える

体制の構築について、産学官の関係機関等と調査研究

を進めてまいります。 

「魅力的なまちづくりの推進」では、中心市街地の

民 間 再 開 発 や 住 宅 転 用 等 の 整 備 を 引 き 続 き 支 援 する

ことにより、まちなか居住と市街地の活性化を推進す

るほか、中心市街地における将来目指すべき整備方針

の策定に取り組んでまいります。 

また、新たにオフィスの改装に対する補助を実施す

るとともに、前橋市創業センターの入居者が中心市街

地の空き店舗等を活用して新規出店する場合に、改装

費用を補助し、まちなかの活力向上に努めてまいりま

す。 

このほか、民間団体等が主体となってまちなかで開

催する様々なイベントを側面から支援し、民主導の活

気あるまちづくりを推進してまいります。 
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６ 都市基盤 

人口減少・少子高齢化に対応した都市基盤を構築し、

将 来 に わ た っ て 安 全 で 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち づ くり

を推進いたします。 

「都市機能の集約と拠点性の向上」では、立地適正

化計画に係る居住誘導区域の指定と、計画全体の取り

まとめを進めてまいります。 

また、土地区画整理では、機能的な土地利用や防災

機能の向上を目指し、１２地区における事業を進めて

まいります。 

「交通ネットワークの充実」では、バス交通網の再

編に向けた調査や、公共交通不便地域における住民主

体による地域内交通の導入に向けた検討を行うほか、

移動困難者対策として、マイタクを継続実施いたしま

す。 

道路整備では、新市建設計画に位置付けられた路線

や 新 市 基 本 計 画 に 基 づ く 富 士 見 地 区 の 幹 線 道 路 の整

備、舗装長寿命化修繕計画に基づく幹線道路の補修を
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実施するほか、歩行者や自転車の交通安全のための施

設整備を推進してまいります。 

「環境配慮型社会の形成」では、赤城山の自然環境

を保全し、地域振興を図るため、赤城山エコツーリズ

ムを推進するとともに、森林整備や木材の高付加価値

化に向けた調査研究を進めてまいります。 

また、新エネルギーの導入として、赤城大沼用水小

水力発電事業の整備を進め、発電を開始いたします。 

清掃施設では、平成３１年度までを期間とする六供

清掃工場の延命化工事に引き続き取り組むとともに、

荻 窪 清 掃 工 場 の 老 朽 化 し た 基 幹 設 備 の 計 画 的 な 更新

に努めてまいります。 

さらには、新最終処分場の建設に向けて、基本構想

の策定を進めてまいります。 

「安全・安心なまちづくりの推進」では、地域の防

災訓練等での活用を通じて、市民の災害への備えや防

災意識の向上を図るため、新たに地震体験車を導入い

たします。また、災害への対応強化として、南消防署



- 16 - 
 

城南分署の新庁舎建設を進めるほか、西消防署利根分

署の建替えに向けた調査・設計を実施いたします。 

水道事業では、水道水の安全･安定給水と耐震性の

向上を図るため、 老朽
ろうきゅう

鋳鉄管
ちゅうてつかん

の更新を進めてまいり

ます。 

下水道事業では、緊急度の高い重要な下水道 管渠
か ん き ょ

の耐震化を計画的に実施するとともに、下水道施設全

体の長寿命化を図るため、ストックマネジメント計画

に お け る 基 本 計 画 の 策 定 に 引 き 続 き 取 り 組 ん で まい

ります。 

このほかの都市基盤として、住環境の整備では、既

設 の 市 営 住 宅 へ の エ レ ベ ー タ ー 設 置 工 事 を 進 め るほ

か、空き家の活用を促進するため、リフォーム支援や

二世代近居・同居住宅支援を引き続き実施いたします。 

橋りょう維持では、 橋
きょう

長
ちょう

２ｍ以上の全ての橋に加

え、老朽化が進む歩道橋について、計画的に点検診断

や補修工事を進めてまいります。 

公園整備では、総合運動公園の拡張工事や荻窪公園
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の 県 道 南 ゾ ー ン の 造 成 工 事 を 引 き 続 き 実 施 す る とと

もに、嶺公園内への新たな形式の墓地整備に向けて、

実施設計を進めてまいります。 

 

これまでの事業のほか、行財政運営の面では、平成

２８年度から３年間の行財政改革推進計画に基づき、

市 有 施 設 の 長 寿 命 化 等 の フ ァ シ リ テ ィ マ ネ ジ メ ント

の取組を進めるとともに、市民課窓口業務の一部民間

委託を開始するなど、引き続き効率的で効果的な行財

政運営に取り組んでまいります。 

また、マイナンバーカードの普及と市民生活の利便

性向上を一体的に推進するため、前橋ポイントの周知

や、マイタクへのマイナンバーカード活用を図るほか、

ビ ッ グ デ ー タ を 地 域 課 題 の解 決 に つ な げ る 仕 組 みの

調査研究など、情報化の推進にも取り組んでまいりま

す。 

 

以上が予算に盛り込んだ主要な施策であります。 
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本市においては、子育て環境の充実や高齢化に伴う

医療・介護等の社会保障費の増加、さらには施設の長

寿 命 化 対 策 や 計 画 し て い る 大 型 事 業 に多 額 の 費 用が

見込まれております。このため、既存事業の廃止・見

直しや、自主財源確保の取組等を、市民の皆さんのご

理解を得ながら、さらに進める必要があると考えてお

ります。 

その上で、本市が「前橋らしさ」を発揮し、さらな

る発展が実現できるよう、市民･職員の先頭に立って、

それぞれの施策にしっかり取り組み、前橋のまちづく

りに力を注いでまいりますので、議会の皆様におかれ

ましても、引き続き格別なるご支援、ご指導を賜りま

すよう、お願い申し上げます。 

 

以上、当初予算案の大要について、ご説明いたしま

した。  
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